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私たちのご紹介
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りそなアセットマネジメントの概要

出所）りそなスチュワードシップレポート2018/2019より（2020.1運用機能の統合のため、統合前の残高（2018.9）を掲載）
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国連責任投資原則（ＰＲＩ）について

• 機関投資家のESG投資行動を推進するため設立された国連責任投資原則（PRI）
• ESG を推進する国連責任投資原則（ PRI ）の署名機関は年々増加し 、 署名機関数は3,000 、
運用 規模は 100 兆ドル を 超えた 2020年 時点）。

出所：PRIより



PRI in Person パリ会合 2019（2019.9.10-12）

テーマ（アジェンダ）

• E（環境）
 気候変動（TCFD、NGFS(Network of Central Banks and Supervisors for
Greening the Financial System )

 インフラ投資の物理リスク（洪水リスク）
 低炭素化社会への移行リスクと機会
 プラスチック問題

• S（社会）
 ダイバーシティ＆インクルージョン
 人権、鉱山労働者の人権

• その他：食の持続可能性、SDGｓ

• 対象資産拡大：プライベートエクイティの責任投資、ヘッジファンドとESG、ESG
データの活用可能性、新興国債券のESG統合、債券のESGリスク（クレジットリ
スク）、インパクト評価、欧州サステナブルファイナンス他
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ESGを巡る動き ～投資家等の動き
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私たちが目指すもの/責任投資・ESG活動

出所）りそなスチュワードシップレポート
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出所）りそなスチュワードシップレポート

私たちが目指すもの/責任投資・ESG活動
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対話テーマ

出所）りそなスチュワードシップレポート
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エンゲージメント方針＆プロセス（パーム油を例に）

出所）りそなスチュワードシップレポート
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エンゲージメント方針＆プロセス（TCFDを例に）

出所）りそなスチュワードシップレポート
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対話テーマ/行動計画


